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　2006ー 2007年度テーマ

前回（1013 回）の記録

R . I . テ ー マ	 「率先しよう」	 R . I . 会 長	 ウイリアム・ビル・ボイド
2580地区テーマ	 「本来無東西・心は一つ」	 地区ガバナー	 小 　澤　秀　瑛
クラブテーマ	 「ロータリーを味わおう」	 クラブ会長	 長 　沼　一　雄

今後の卓話予定

11/29	 「環境に拠る経営革新」　	 ㈱オフィスメイ　代表取締役　安藤眞様
12/６	 「日中間の経済概況」	 日本国際貿易促進協会　部長　葛西　學様
12/13	 「夜間例会」・「クリスマス家族会」
12/20	 「通常総会」

本日の卓話

「青い目で見た宮本武蔵」	 ㈱チーナジャパン社長　ウェイン・リトン様

出　　席　　報　　告
◆ゲ ス ト	 ２名	 東京池袋西 RC　平井憲太郎 様・東京池袋RC　鵜 目 啓 睦 様
◆ビジター	 ２名	 東京浅草 RC　谷 　 利 明 様・東京銀座新RC　山 口 　 茂 様

	総　数	 休　会	 出席免除	 出　席	 欠　席	 出席率 　　　　修　正　出　席　率

	 ５１名	 １名	 ２名	 38 名	 10 名	 79.17％

会長報告＜長沼会長＞
・先日の井田家の葬儀に際しまして、皆様の
お手伝いご会葬ありがとうございました。
・来週月曜よりカンボジア日本語学校支援ツ
アーが出発致します。
・クリスマス会が12月20日より一週間早まり12
月13日に変更させて頂きました。

幹事報告　＜永井幹事＞
・第５回理事・役員会の報告書を週報に載せ
てあります。
・12月の理事・役員会は第一週６日に開催し
ます。
・東京あすかRCより例会変更のお知らせが
来ています。

委員会報告
＜元青少年交換委員会・太田暁夫＞
・当クラブがスポンサーの長島奨子さんの、
報告書がガバナー事務所より届きました。
元気に生活しているようです。回覧いたし
ます。

第 1011 回修正　欠席 5・出席率 89.58％

会長　長 沼 一 雄
幹事　永 井 健 一

本日の食事

次回の食事

パスタブッフェ

中 華 卓 盛 り

魚介類のトマト風味スパゲッティー・スパゲッティーミートソース・サラダ・デザート

三種冷菜・牛肉と豆腐のスープ・二種海鮮の辛し炒め・若鶏とザーサイの蒸し物・中華粥・デザート

＜カンボジア日本語学校スタディツアー・片岡邦夫＞
・カンボジア日本語学校の鬼一
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二
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三
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さんが、
カンボジア人の為の日本語の教科書を出版
しました。今回のツアーの参加者で100册
を手荷物として持参します。

クリスマス家族会　日時・会場変更のお知らせ　

日　時：12 月 13 日（水）18 時受付開始　18 時半例会開始　18 時 45 分家族会開始
会　場：「シエ松尾・天王洲倶楽部」
住　所：品川区東品川 2-2-8　スフィアタワー天王洲 27 階　　TEL 5783-2411
会　費：会員 13,000 円　　夫人＆社会人 10,000 円　　お子様 5,000 円

親睦活動委員会　原田委員長



ニコニコボックス
＜藤田、太田、斎藤、山尾＞
・本日の卓話「フリーターからのロータリアン」
エリエイ㈱　編集長　平井憲太郎様　楽しみに
しております。

＜宮沢＞
・平井憲太郎さん、本日はお忙しい中ようこそ。
卓話を楽しみにして居ります。よろしく。

＜柘＞
・平井さん、ご一緒した青少年交換委員会での私
の行状をしゃべらないで下さい。このクラブで
の私の評判は正真正銘のジェントルマンという
ことになっております。

＜東京池袋西RC 鵜目様、平井様＞
・地区大会、皆様のご参加をお待ちしております。
＜長沼会長、永井幹事＞
・池袋西ロータリークラブ様、地区大会ご担当宜
しくお願いします。当クラブ会員一同、楽しみ
にしております。

・カンボジア、スタディツアーの皆様、元気に
行ってきて下さい。

＜柿沼＞
・42回目の結婚記念日の花束ありがとうございま
した。奥様に多謝多謝!!

＜鈴木＞
・結婚記念日、お花ありがとうございました。
＜Gグループ一同＞
・家庭集会G組はしっかり勉強いたしました。成
果をニコニコします。

＜遠藤、山口、長島、原田、山尾、藤野＞
・カンボジア日本語学校支援ツアーの成功をお祈
りします。

＜関原＞
・原田さんありがとうございました。お借りした
「会計のプロが教える経営が強くなる本」ロー
タリーの活動を通した経営の本でとても楽しく
読みました。

＜井田＞
・亡き母の葬儀に多くの方々のご会葬を賜り厚く
お礼申しあげます。連日、大変お世話になり改
めて深く感謝申しあげます。

ちょっと一言
「風の盆にて」
　「旬の会」での旅は楽しい。ロータリークラブという看板をしょい、何だかお金持ちでジェントルマンになったような
気分で時間がすぎていくからだ。夕食後、ホテル内のカラオケで、一曲くらいつきあわないと座がしらけると思い歌詞集
をひろげ、私の歌える「銀座の恋の物語」を探したが見当たらず、もう一曲の歌える「王将」もなく、家内の歌にあわせ
てお茶をにごしたが、私の音痴が本物であることを証明する結果になってしまった。それにしても原田夫妻はそろってう
まい。顔を見なければプロの歌手かと思わせる。「好きこそものの上手なれ」といわれるが二人とも歌が好きなのだろう。
羨望と願望……。旅行も町会、業界、銀行とかいろいろなグループがあるが、今回の旅行は特に良かった。「旬の会」の
一泊旅行には初めて参加したが、其の動機は地域の青少年交換委員会のメンバーが夫婦連れで沖縄旅行をし、それがとて
も楽しかったからだ。その時のメンバーである平井憲太郎氏が 11 月 15 日の卓話にくるという事で、
また、話が盛り上がりそうだ。
　空港にむかう帰路のバスの中で次回はどこにしようかという事になり、私が “阿波踊り ”を提案し
たところ「柘さんが阿波踊りというといやらしくきこえる」といわれ、皆んなで大笑いした後、家内
にその意味を説明するのに苦労した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

拓利徳
　　

　　　　　　　　　

卓　話

講演要旨
　私の祖父、江戸川乱歩は大正末期以来、
数多くの探偵小説を書き続け、戦後は評論
や後進の指導などにその中心を移すなど、
文筆を業とし、その職業分類で東京池袋ロー
タリークラブのチャーターメンバーとなった。

　しかし、大正初め頃の、早稲田大学の学
生時代のアルバイトに始まって、文筆業が
確立するまでは、まさに元祖フリーターと
も言うべき職業遍歴を繰り返していた。

＜プロフィール＞
・1950 年東京都豊島区生まれ
・幼時から鉄道、鉄道模型を趣味とし、立教
高校在学中に「鉄道ジャーナル」誌の編
集アルバイトをきっかけに鉄道趣味書出
版の世界に入り、1968 年友人と共に写真
集「煙」を出版。立教大学卒業後、1975
年には鉄道模型月刊誌「とれいん」を発刊、
現在に至る。現在同社代表取締役。

・東京池袋西ロータリークラブ会員

「フリーターからのロータリアン」

　エリエイ㈱　編集長
　　　　　　　平井憲太郎 様


